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空気を利用した振動抑制技術
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応用例・想定用途

特許第4982775号
特許第7667561号

衝撃波や振動を抑制・制御することで騒音低減やエンジン内部の振動を抑制

【ディフューザ内気体振動制御装置（特許第4982775号）】

音速に近い速さで流れる空気が通るディフューザの最も狭い部分（スロート）に圧電素子
を配置し、圧電素子のわずかな変位で流体がもつ大きなエネルギーや振動を効果的に制御す
る技術。

精密装置の位置ずれを簡単かつ迅速に補正

【エアベアリングの制御機構（特許第7667561号）】
気体制御技術を可動体の
位置ずれ制御へ応用

【ディフューザ内気体振動制御装置】
エンジンやタービン内部の空気流で発生する衝撃

波・振動・騒音の低減を目的とする。スロート部に
圧電素子を配置することで、下流圧力をセンサーで
検出し、フィードバック制御で衝撃波や振動を抑制
する技術。圧力変動・騒音・ディフューザ自体の振
動を効率的に低減できるほか、任意の振動や音の発
生も可能で、スピーカーとして応用できる。圧力変
動を流体力学的に増幅することで小さな圧電素子で
も十分な効果が得られる。 図1.ディフューザ内気体振動制御装置基本構成

【エアベアリングの制御機構】
エアベアリングにディフューザ、圧電素子を組み

込み、必要時に高圧空気を噴出することで可動体の
位置を修正する技術。高精度な位置決めが求められ
る加工機や実装装置などの装置で、可動体の支持位
置のずれを簡単かつ迅速に補正し、マイクロスリッ
プを「ゼロ」にすることが可能。

可動体が左側へずれた場合、右側が高圧となる
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低圧側の制御機構から高圧
空気を噴出し、ずれを修正

図2.エアベアリング水平断面図
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